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　・ RDRでは並行する 2本のトンネルに加速器
 と高周波施設を格納していたが，これを1本
のトンネルにしたこと，

　・ 加速器としての性能を維持しながら電子・陽
電子の数を半分にして建設費・運転経費を削
減したこと，

　・ 減衰リングの周の長さを約 6 kmから約
 3 kmに縮小したことなどがある．

これらの改善が可能になったのは，ドイツ電子シ
ンクロトロン研究所（DESY），日本の高エネルギー
加速器研究機構（KEK），米国フェルミ国立加速
器研究所などにおける超伝導高周波加速システム
試験，米国コーネル大学で世界共同チームの行っ
た陽電子リングのビーム安定性研究，KEKのATF 
（Accelerator Test Facility） におけるビーム収束の
実験，世界各地での加速空洞開発，などをはじめ
とする研究開発活動の成果によるものである．
　TDRが RDRと異なるもう一つの点は，実際に
建設されるサイトの状況によって部分的に異なる
設計を許したことである．米欧の想定サイトが比
較的平坦な場所であるのに対し，日本の候補地は
山岳地帯にあり，それにともなって最適なトンネ
ル形状，したがって最適な高周波分配システムも
異なる．TDRではこの両者が併記されている．
　12月までに完成したものは，厳密に言えば「ド
ラフト」である．これまでの設計活動は，半年に
一回以上の頻度で行われた計画諮問委員会
（Project Advisory Committee, PAC）の審査を経

1．はじめに

　国際リニアコライダー（International Linear 
Collider, ILC）は2005年夏にその組織を発足し，
12 月に設計骨子を決定してから 1年余の 2007
年はじめに基準設計報告書（Reference Design 
Report, RDR）1）を書上げた．それ以来詳細な設
計開発研究を進め，5年余をかけてこのほど技術
設計報告書（Technical Design Report, TDR）を
完成した．これを祝して，2012年 12月 15日に
東京秋葉原において公開イベントを開催した．こ
こにその概要を報告する．

2．技術設計報告書 TDR

　今回執筆された報告書は長年にわたる設計チー
ムの研究開発活動の締めくくりとして完成された
もので，3 巻 4冊からなる．第 1巻は物理理論，
第 2巻は加速器，第 3巻は検出器である．第 2
巻は加速器開発研究，加速器設計の2冊からなる．
全体でおよそ1400ページに達する．第1巻・第
3巻は検出器開発を進めてきたリサーチ・ディレ
クトレイト（ディレクター山田作衛氏），第2巻
は国際共同 ILC加速器設計チーム GDE （Global 
Design Eff ort，ディレクターはバリッシュ氏
（Barry Barish））の手で編集された．
　2007年に RDRを完成して以来，GDEは性能
およびコストの点で多くの改良を行ってきた．お
もな改良点は，
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史を述べ，今後の物理学に対するリニアコライ
ダーの役割を説明した．駒宮氏は今後後述する
Linear Collider Board（LCB）の議長として活躍
するはずである．つづいて Imperial College, 
Londonの教授リン・エバンス氏（Lyn Evans）
が「From LHC to Linear Collider」のタイトル
で講演した．エバンス氏は，CERNの LHCの責
任者を長年つとめ，今後は後述のリニアコライ
ダ ー 新 組 織 の Linear Collider Collaboration 
（LCC）のディレクターになることが決まってい
る．最後に，高エネルギー加速器研究機構の元機
構長，現沖縄科学技術大学の菅原寛孝氏が
「Congratulations」と題して，技術設計報告書に
至った組織のこれまでの努力に讃辞を述べ，今後

てきたものであるが，最終報告書の重要性に鑑み
て，さらに厳密な評価委員会に諮ることにした．
11月には，内部コストレビュー（GDEが選出し
た委員によるコストのレビュー）を米国フェルミ
国立加速器研究所で行い，12月 13‒14日（つま
り式典の前日）には，KEKにおいて，拡大メンバー
による PACが技術関係の審査を行った．さらに，
2013年 2月にはロンドンにおいて，外部コスト
レビュー（GDEの上部機関である ILC運営委員
会（ILCSC）によって選出された委員によるコス
トのレビュー）が行われた．TDRの正式版は，
これらの意見をとりいれて，2013年 6月に出版
されることになっている．したがって，12月 15
日の式典の時点ではまだ「ドラフト」ということ
になるが，これに先だった拡大 PACでは，技術
的に成熟していることが認められていて，最終版
での大きな変更はないであろう．
　この「ドラフト」にはコストの章は含まれてい
ない．コストの章は2月の外部コストレビューを
経たあとで公開されるものである．

3．完成発表会

　式典は秋葉原駅前の秋葉原 UDXにおいて開催
された．午前中は，研究者を主な対象として，英
語による ILCシンポジウムを開いた 2）．まず，東
京大学教授駒宮幸男氏が「Progress of Particle 
Physics and International Linear Collider」（素
粒子物理の進歩とリニアコライダー）と題する講
演を行った．素粒子物理および加速器の進歩の歴
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図 1　TDR第2巻を提出するバリッシュ氏（左）とそれを受取
るバガー氏（中央）．右は，第1巻・第3巻を手にした
山田氏．「ドラフト」であるので，表紙はまだ地味である．

図 2　パネルディスカッションのシーン．壇上向かって左から，村山，
 鈴木，バリッシュ，山田，バガー，増田，西岡の各氏．
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の進展にエールを送った．
　午後は，この日のメインイベントとして，報道
関係者を招き，産業界・研究者を含めて，TDR
の完成を祝す式典が，双方向同時通訳付で行われ
た．会の趣旨説明につづき，GDEディレクター
のバリッシュ氏（Barry Barish）およびリサーチ
ディレクターの山田作衛氏が TDRに至るまでの
経緯を簡単に紹介した．つづいて，この両氏から，
ILCSC議長であるジョン・バガー氏（Jonathan 
Bagger）に TDRドラフトが手渡された（図1）．
　このあと，カブリ数物連携宇宙研究機構
（IPMU）の村山斉氏を座長として，パネルディ
スカッションが開かれた．パネリストは，バガー，
バリッシュ，山田の３氏に，日本創成会議座長の
増田寛也氏，先端加速器科学技術推進協議会
（AAA）会長の西岡喬氏，高エネルギー加速器研
究機構の鈴木厚人機構長が加わった（図2）．
　最後に村山氏が，提出されたばかりの TDRを，
今後 ILC計画を引張ってゆく駒宮・エバンス両
氏に手渡し会場を盛上げた．もっとも，これは関
係者にとってちょっとしたハプニングであった．
駒宮氏が LCB議長になることはこの時点ではま
だ公表されていなかったからである．

4.　ILCの今後

　TDRが完成し，技術的には政府に対して建設
を提案できるレベルに達したと言える．ちょうど
この時期に合わせるように，2012年7月にはヒッ
グス粒子と考えられるボソンの発見が報告され，
ILCの第一段階の目標が明確になった．GDEと
RDRはその使命を終え，まもなく図 3に示した
ような新しい組織に引継がれる．ILCSCに代っ
て Linear Collider Boardが全体を監督する．こ
れは主要研究所の所長を含む16名のメンバーか
らなり，東大の駒宮幸男氏を議長とする．そのも
とに，エバンス氏をディレクター，村山斉氏を副
デ ィ レクターとする LCC（Linear Collider 
Collaboration）が実行部隊となる．その中に，
ILC加速器・CLIC加速器・物理検出器の３つの
グループが組織される．物理検出器のグループの
リーダーとして東北大学の山本均氏が指名されて
いる．2013年 2月にカナダのバンクーバーにお
いて，新旧両組織のメンバーが一同に会し，最後
の ILCSC，最初の LCBの会合を開いた．前述の
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ように TDR最終版は6月に出版されるが，それ
までは新旧組織が併存することになっている．6
月 12日には，アジア（東京），アメリカ（FNAL），
ヨーロッパ（CERN）で TDR出版，新組織への
バトンタッチの式を行う予定である．
　四半世紀を越えるリニアコライダー研究は，建
設開始にむけて最後の段階に入る．日本では東北・
九州の２つの候補地が検討され，この夏には一本
化されるであろう．ILCをホストしようとする日
本の動きに世界各国の目があつまっている．ヨー
ロッパでは2006年以来の European Strategyの
改訂作業が進み，2013年 1月末にドラフトが公
開された 3）．このあと CERN Councilに提出され
て正式なものとなる．ここでは，日本の ILCホス
トを歓迎し，参加の熱意を表明している．米国で
は2013年 7月末から9日間のワークショップ 4）

が計画されており，研究者の間で今後の方針が検
討される．
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図 3　リニアコライダーの新組織


